
 第８時の授業では，自分の価値観や経験と学習した知識とを結びつけながら参加することができ

るように心がけた。授業の中に賛成同士，反対同士で一度集まって作戦を練る時間を設けたことで，

学習が苦手な子どもも自信をもって自分の意見を話したり，他の意見を聞いて考えを深めたりする

ことができていた。このことから，生活経験や自分の価値観なども踏まえながら考えられるような

課題を用意することは「具体的な用語を使って説明をしなくてはいけない」という抵抗感を防ぐこ

とができると感じた。また，自分なりに評価することでさらに歴史的事象に没入し，新たな視点に

気づいたり，多様な価値観に触れることで考えがゆさぶられたりするのではないかと考えた。 

 以上のことから，「異なる考えが出るような学習課題の設定」，「知識だけでなく自分の経験や価値

観も基にしながら考えられるような学習課題の設定」は「他者との対話」の必要性を生み，さらに

は積極的に意見を聞き合うことに繋がり，「深い学び」の接続へと向かうことができると考える。 

 

５ 成果と課題 

 まず，グループワークやペアワークなどの活動を，表面的な学びで終わらせないように考えて仕

組むことができたことが成果として挙げられる。今までは，単に話し合いの場を設けたり，苦し紛

れに話し合いをさせたりしてしまうことが多くあった。しかし，今回の研究では，「何のために話し

合うのか」，「どの授業，どのタイミングで話し合う必要があるのか」などを深く考えながら単元を

デザインすることができた。また，「対話的な学び」から「深い学び」へと接続していくためには，

まず「対話」を行う必要性を感じるような学習課題を用意する必要があること。次に，「対話」を通

して自分の考えが広がったり深まったりするためには，個人思考の時間をいかに取り，いかに充実

させるかという点が大切になるということを学ぶことができた。特に社会科では，いかに「教材と

の対話」を深くできるかが重要であると考える。子どもたちが社会的事象に対する自分なりの考え

を形成したり，思いや願いをもったりすることで切実性が増し，対話の活性化が促され，より「深

い学び」への接続へと向かっていけると考える。 

 今回の実践の課題点として，学習が苦手な子どもに対して個別的な支援を充実させることができ

なかったことが挙げられる。一人一人の学びを大切にしながら，それぞれの学びを豊かにしていけ

るように努めていかなければならないと感じた。具体的には，単元課題に対する自分なりの考えを

記述するときに，まだまだ事実的な知識を書き並べているだけで終わってしまっている子どもたち

が見られた。そのような目の前の子どもたちの実態を瞬時に判断し，共通点や関連性などにも目を

向けさせるような発問などの工夫を考えていかなければいけないと感じた。 
 今後も，自身の課題と真摯に向き合い，子どもたちの一人一人の学びを大切にしながら，「対話的

な学び」を効果的に位置づけ，「深い学び」へと接続していけるような学習指導を展開していけるよ

うに，日々子ども理解と自己研鑽に励み，授業改善に努めていきたい。 
注 
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数学的な見方・考え方を働かせ，主体的に問題を解決する力を育む 

算数科学習指導の在り方 

－ 一人一人の児童の考えや問いを活かした授業展開を通して － 

 

                    綿引 基子 

             教育方法開発コース 

 

１ テーマ設定の理由 

  Society5.0 時代や先行き不透明な時代において，子供たちは様々な見方・考え方を働かせ，日

常の物事を捉え考える必要がある。小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説算数編では，「小学

校算数科の目標を，（1）知識及び技能，（2）思考力，判断力，表現力等，（3）学びに向かう力，人

間性等の三つの柱に基づいて示すとともに，それら数学的に考える資質・能力全体を『数学的な見

方・考え方を働かせ，数学的活動を通して』育成することを目指すこと」と記されている 1⁾。「数学

的な見方・考え方」は算数科の目標達成のキーワードであり，児童一人一人が「数学的な見方・考

え方」を働かせて，問題を解決する授業が大切になると考える。しかし，系統的な教科である算数

の学習において，高学年になるにつれて苦手意識をもつ児童は多く，授業の中で学習した数学のよ

さを十分に実感させることができず，その後の有用性や発展性につながらない課題が見えてきた。 

これらの課題を踏まえて，児童が数学的な見方・考え方を働かせ，主体的に問題を解決する力を

育む授業づくりを行うことで，児童が数学のよさを実感し，その後の有用性や発展性につなげ，数

学的に考える資質や能力の育成を図ることができるのではないかと考え，視点１として本研究テー

マを設定した。 

また，現任校では，校内研究として ICTを活用した探究的な活動を通して「児童が主体的に学習

に取り組むための学習指導の在り方」について取り組んでいる。「主体的に問題を解決する力を育

む」という自身の研究テーマに関連付けて，校内研修の中で提案授業を行ったり，日常的に学年間

で算数の授業改善について話し合ったりすることで，校内における授業力の向上を図ることを視点

２として設定し，研究を行うこととする。 

 

２ 基本的な考え方 

（１）数学的な見方・考え方とは 

「数学的な見方・考え方」は，これまでも「数学的な考え方」として算数科の目標に位置付けら

れている。中島健三は「『数学的な考え方』は，一言でいえば，算数・数学にふさわしい創造的な活

動ができることを目指したものである」と述べ 2⁾，加固希支男は「嚙み砕いて言えば，数学的な見

方とは『問題を解くための着眼点』であり，数学的な考え方とは『問題を論理的に考えたり，大切

な考え方をまとめ，まとめた大切な考え方を使って問題に発展させていったりする思考方法』」と述

べている 3⁾。これらを踏まえると，「数学的な見方・考え方」は，「物事を捉える視点」「思考の方法」

と言うことができる。その時間，その単元で目指す見方・考え方を捉え，児童一人一人の考えや問

いを活かした「数学的な見方・考え方」を働かせる授業づくりを行う必要がある。 
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（２）主体的に問題を解決する児童の姿とは 

その時間，その単元で児童にどのような資質・能力を身に付けさせ，どのような数学的な見方・

考え方を働かせるのかを具体的に教師が捉えることが大事になってくる。昨年度から著者は「数学

的な見方・考え方を働かせる授業づくり」に取り組んできたが，「見方・考え方を働かせる授業づく

り」を行う過程で，かえって授業が複雑になって，分からなくなってしまう児童の姿も見られた。

そこで「数学的な見方・考え方を働かせる授業づくり」の根底に，「一人一人が自分の考えをもち」

「児童同士で聞き合い，考え，解決する授業」を行い，児童が主体的に問題解決に取り組む授業づ

くりが必要であると考えた。 

（３）数学的活動とは 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編では，数学的活動とは「事象を数理的に捉え

て，算数の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行すること」と示されてい

る 4⁾。数学的な見方・考え方を働かせるために，数学的活動は切り離せないものである。その時間，

その単元で目指す見方・考え方を教師が捉え，数学的活動で見方・考え方を広げ深める必要がある

と考えた。 

 

３ 視点１における実践の手立て 

 上記の考え方を基に，実践研究に取り組んできた。今回は小学校４年生の算数「垂直，平行と四

角形」の単元を取り上げる。視点１における実践の手立ては以下の２点である。 

① 目指す見方・考え方を捉え，数学的活動で広げ深める 

算数や数学は系統性やつながりのある教科特性がある。この系統性やつながりを教師が意識し，

授業を展開していくことで，数学的な見方・考え方を豊かに働かせることができると考えた。導入

場面において，５×５のドットマスを１人６マス用意し，児童の自由な発想で四角形をかく活動を

行った（図１）。単元始まりの「児童の実態」を見極め，「どのような学習問題を設定すれば目指す

見方・考え方が広がるのか」，「どのような授業展開を行えば，児童が数学的な見方・考え方を働か

せ，資質・能力の向上につながるのか」，目指す見方・考え方を捉え，数学的活動で見方・考え方を

広げ，深められるようにした。また，一人一人が様々な四角形をかき，自分の考えをもつことで，

主体的に問題に取り組もうとする意欲を高めることとした。 

② 児童の表現した形，考えや問いを活かした授業展開 

①で取り上げた導入場面では，一人一人が楽しく自分の考えをもてるようにした。そこからさら

にお気に入りの四角形を一つ選んでもらい，学級全員の 30 個の四角形をまとめたワークシートを

作成した（図２）。自分や友達が表現

した四角形を使って授業を展開する

ことで児童の興味や関心を高め，受

け身の授業から，児童同士で聞き合

い，考え，解決することで能動的・主

体的に問題を解決しようとする姿が

見られるのではないかと考えた。 

 

－　　－44



（２）主体的に問題を解決する児童の姿とは 

その時間，その単元で児童にどのような資質・能力を身に付けさせ，どのような数学的な見方・

考え方を働かせるのかを具体的に教師が捉えることが大事になってくる。昨年度から著者は「数学

的な見方・考え方を働かせる授業づくり」に取り組んできたが，「見方・考え方を働かせる授業づく

り」を行う過程で，かえって授業が複雑になって，分からなくなってしまう児童の姿も見られた。

そこで「数学的な見方・考え方を働かせる授業づくり」の根底に，「一人一人が自分の考えをもち」

「児童同士で聞き合い，考え，解決する授業」を行い，児童が主体的に問題解決に取り組む授業づ

くりが必要であると考えた。 

（３）数学的活動とは 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編では，数学的活動とは「事象を数理的に捉え

て，算数の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行すること」と示されてい

る 4⁾。数学的な見方・考え方を働かせるために，数学的活動は切り離せないものである。その時間，

その単元で目指す見方・考え方を教師が捉え，数学的活動で見方・考え方を広げ深める必要がある

と考えた。 

 

３ 視点１における実践の手立て 

 上記の考え方を基に，実践研究に取り組んできた。今回は小学校４年生の算数「垂直，平行と四

角形」の単元を取り上げる。視点１における実践の手立ては以下の２点である。 

① 目指す見方・考え方を捉え，数学的活動で広げ深める 

算数や数学は系統性やつながりのある教科特性がある。この系統性やつながりを教師が意識し，

授業を展開していくことで，数学的な見方・考え方を豊かに働かせることができると考えた。導入

場面において，５×５のドットマスを１人６マス用意し，児童の自由な発想で四角形をかく活動を

行った（図１）。単元始まりの「児童の実態」を見極め，「どのような学習問題を設定すれば目指す

見方・考え方が広がるのか」，「どのような授業展開を行えば，児童が数学的な見方・考え方を働か

せ，資質・能力の向上につながるのか」，目指す見方・考え方を捉え，数学的活動で見方・考え方を

広げ，深められるようにした。また，一人一人が様々な四角形をかき，自分の考えをもつことで，

主体的に問題に取り組もうとする意欲を高めることとした。 

② 児童の表現した形，考えや問いを活かした授業展開 

①で取り上げた導入場面では，一人一人が楽しく自分の考えをもてるようにした。そこからさら

にお気に入りの四角形を一つ選んでもらい，学級全員の 30 個の四角形をまとめたワークシートを

作成した（図２）。自分や友達が表現

した四角形を使って授業を展開する

ことで児童の興味や関心を高め，受

け身の授業から，児童同士で聞き合

い，考え，解決することで能動的・主

体的に問題を解決しようとする姿が

見られるのではないかと考えた。 

 

４ 視点１における実践の概要と考察 

（１）考察１－児童の考えや問いを活かした授業展開（「いろいろな四角形」） 

導入場面で児童がかいた四角形や振り返りについて集約・分析を行い，図形を既習事項とこれか

ら学習する四角形に分類した。また，児童の振り返りの記述内容から児童の主体性や関心度，図形

の何に着目しているのかなど，児童が四角形についてどのような捉え方をしているのか確認した。 

児童がかいた四角形の中には「矢じり型」の四角形が見られ，「図形の見方を広げる四角形」と捉

えた。一人一人がかいた四角形をまとめたワークシート（図２）から「矢じり型の図形は本当に四

角形なのか？」という児童の疑問について学級全体で考えた。最初は，角に見えなかった部分が児

童同士で考えを伝え聞き合い，さらに考え問題解決していくことで，この図形には４つの角がある

ことが分かり，既習事項の四角形の定義をデジタル教科書で振り返ることで，矢じり型の図形は四

角形であることを理解することができた。児童同士で考えを聞き合い，さらに考え，解決していく

過程は，図形の領域で働かせる数学的な見方・考え方を豊かにしたと考えられる。 

（２）考察２－目指す見方・考え方を捉え，数学的活動で広げ深める 

①導入場面でひし形をかいている児童が少ないことから，児童にとってひし形の分類が難しいの

ではないかと分析した。最終ゴールを図２からひし形を見つけ，理由を説明できるようにしたいと

考えた。その学習過程において，図形の構成要素やそれらの位置関係に着目させ，図形の共通点や

相違点を見つけることで，「プリンみたいな形」「坂のよう」「曲がった細長い四角形」という実生活

での捉え方をしている四角形を，「台形」「平行四辺形」「ひし形」という数学的な概念に育てていっ

た。台形と平行四辺形の性質や定義を理解した後に，「みんながかいた四角形を，台形と平行四辺形

とそれ以外の四角形に仲間分けをしよう」（第８時）という学習課題を設定した。同じ特徴の四角形

に分類する活動を通して，平行四辺形の中に正方形や長方形が包摂されることに気付き，四角形の

面白さを感じてもらいたいと考えた。実際の授業では，２人の児童が，正方形である四角形を平行

四辺形に分類した。「正方形だけど，向かい合った２組の辺が平行な四角形だから」という考えが出

され，児童同士で問題を解決していった。実際に分度器や三角定規を使って調べるなどして，正方

形や長方形も向かい合った２組の平行な四角形＝平行四辺形の仲間でもあるという見方ができるこ

とを理解することができた。一方で，やや混乱してしまった児童がいたため，実生活に置きかえた

説明をすることで児童は包摂関係について納得することができた。この学習課題は，これから多角

形などもっと新しい図形を学習する児童にとって，興味や関心を高め，数学的な見方・考え方を豊

かにすることにつながったのではないかと考える。 

②学習した四角形と対角線の長さや交わり方の関係について表にして確認した。表に整理して気

が付いたことを発表し，一般化したことでそれぞれの四角形の対角線の性質について理解が深まっ

た。単元終盤では「みんながかいた四角形からひし形を見つけよう」（第 15時）という学習課題を

設定した。ほぼすべての児童がこれまでの学習過程の内容を活かして図２からひし形を認識し，根

拠をもって説明しようとする姿が見られた。ひし形の定義を思い起こしたり，対角線についてまと

めた表を使ったりして，みんなのかいた四角形からひし形を見つけたことがうかがえる。数学的な

見方・考え方を働かせる授業づくりをすることで，主体的に問題を解決しようとする力が育まれた

のではないかと考察する。また，そのことにより，それぞれの四角形の性質や定義を正確に理解し，

作図したり，四角形を分別したりすることができるようになった。 
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５ 視点２における実践の概要と考察 

本校では，ICT を活用した探究的な活動を通して「児童が主体的に学習に取り組むための学習指

導の在り方」について校内研究で取り組んでいる。校内研究のテーマを自身の研究テーマと関連付

け，児童が主体的に学習に取り組むための学習指導についての検討を行ったり，児童が主体的に問

題を解決しようとする授業づくりを行ったりして，校内の授業力向上につなげられるようにした。

このような校内研修を進めることで，校内全体で主体的に学習に取り組むための授業づくりの新た

な視点や方向性を見出すことができた。また，学年間で授業について話し合いを行うことは，授業

づくりのヒントとなり，若手もベテランも授業づくりの新しい視点を得ることができる。それは，

お互いの授業力向上につながり，対話を全体に広げていくことで，校内の授業改善につながってい

くと考えられる。 

 
６ 研究の成果と今後の課題 

当初，まだ学習していない四角形を児童は「プリン」「富士山」など実生活の捉えをしていた。そ

れが図形の構成要素やそれらの位置関係に着目することで，台形や平行四辺形，ひし形という四角

形に分類できるようになり，最終的に数学的な四角形の概念に育てることができた。さらに，平行

四辺形の学習では図形の包摂関係にも触れ，図形の包摂関係と児童の日常生活の関係を結びつけた

ことで，物事を多面的に捉え考える児童の姿が見られた。このような姿から，本研究を通して，そ

の単元における児童の実態を把握し，それを活かすことで，数学的な見方・考え方を働かせること

につなげることができたと考える。子供一人一人が考えたことを表現できる場を設定し，それをど

う授業で活かしていくことができるかを児童理解に基づいて考えることの大切さに気付くことがで

きた。一方，授業をていねいに進めていく過程で，課題が発展的な問題になり複雑化してしまうこ

とがあり，カリキュラムの工夫や改善が必要であると考えた。 

また，教職員全体で本校の課題を出し合って共有・整理し，それをもとに提案授業を行ったり，

ブロックで授業を立案して相互参観を行ったりして職員研修を進めてきた。このような時間を定期

的にもつことで，教職員全体において授業づくりの新たな視点となり，校内の授業力向上につなげ

られたのではないかと考える。今後は，さらに児童の実態や教職員全体の関心や課題に合わせた校

内研修を進めていく必要がある。 

これからも児童の考えたことや問いを活かし，数学的な見方・考え方を豊かに働かせる授業づく

りに取り組んでいきたい。 
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